
成⼈体重の約６０％が⽔分だと⾔われています。それでは、
私達のものの⾒⽅や考え⽅は何でできているでしょうか？それ
はズバリ「ことば」です。⽔や空気と同様、⽣きていく上で不
可⽋なものですが、⾝近すぎて普段あまり意識をすることはあ
りません。
この体験授業では『第⼆⾔語習得理論』で扱ういくつかの項

⽬や実験を通じて、「ことば」の⾯⽩さやその学習プロセスに
ついて、皆さんと⼀緒に考えたいと思います。

松本祐⼦教授〈⾔語・⽂化専攻 科⽬：第⼆⾔語習得理論〉
「ことば」を学ぶ、「私」をつくる

体験授業概要

松 本 先 ⽣ の 専 ⾨ 分 野
研 究 テ ー マ な ど

所属専攻 ⾔語・⽂化専攻

専⾨分野 英語教育学

主な担当科⽬ 英語Ⅳ 英語Ⅴ 英語Ⅵ
スピーチⅣ スピーチⅤ スピーチⅥ
第⼆⾔語習得理論 英語科教育法Ⅱ
⾔葉の習得

主な研究テーマ 学習者の⺟語を活⽤した効果的な英語指
導、⾔語技術

研究キーワード L1 use for L2 instruction, Language arts

先⽣の詳細は
コチラ
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国際法は、何かに拘束されることを国家間で合意することで
す。なぜ国家は⾃分の⾏動の⾃由を制約するのでしょうか。
「⾃由から得る利益」より「制約から得る利益」の⽅が⼤きい
からでしょう。それは「平和」の利益と⾔えそうです。
では、国際法は「平和」の対極にある「戦争」をどのように

制約しているのでしょうか。その制約の内容やロジックを⾒た
上で、国際法で「平和」をつくることができるのか、そのため
の条件は何かを批判的に考察したいと思います。

⽥村恵理⼦准教授〈国際政治経済専攻 科⽬：国際法〉
国際法で「平和」をつくる？―クリティカルに考える―

体験授業概要

⽥ 村 先 ⽣ の 専 ⾨ 分 野
研 究 テ ー マ な ど

所属専攻 国際政治経済専攻

専⾨分野 国際法（とくに国際⼈道法）

主な担当科⽬ 法律学 国際法 国際組織法
国際紛争と法

主な研究テーマ ⼈道法と⼈権法の関係 共同体利益
⼈権義務の性質 災害時の⼈権保障

研究キーワード 国際⼈道法の現代的課題
国際⼈道法と国際⼈権法の関係

先⽣の詳細は
コチラ
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現在皆さんは、テレビやインターネットを通じて、様々な国
のドラマやマンガ・アニメを楽しんでいるのではないでしょう
か。⽇本を含めた東アジア地域では、1990年代からケーブルテ
レビ等のチャンネルが増加し、さらにインターネットが普及す
ることで、それまで国内のみで流通していたドラマやマンガ・
アニメが、海外でも⾒られるようになりました。
今回は、「花より男⼦」と「スラムダンク」を事例に、この

２つのマンガがどのように東アジア地域で広がり、⼈気を得て
いったのか、ドラマ化・映画化作品も含めて振り返っていきま
す。

森津千尋准教授〈メディア・コミュニケーション専攻 科⽬：メディア論〉
マンガを通してみる東アジアのメディアと⼤衆⽂化

体験授業概要

森 津 先 ⽣ の 専 ⾨ 分 野
研 究 テ ー マ な ど

所属専攻 メディア・コミュニケーション専攻

専⾨分野 広告⽂化論 メディア⽂化論

主な担当科⽬ メディア論 広告⽂化論
メディアとスポーツ

主な研究テーマ 地域社会とメディア
スポーツ⽂化とメディア

研究キーワード メディア 広告 スポーツ ⽂化

先⽣の詳細は
コチラ

2023  MMU OPEN CAMPUS

体 験 授 業 の 概 要



みなさんは哲学・倫理学と聞いて、何を思い浮かべますか？
昔の偉い⼈たちの、なんだか難しそうな名⾔を集めたもの、と
思っている⼈も多いかも知れません。しかし、⼤学で学ぶ哲学
はそのようなものではありません。現代社会や⽇常の中に潜む
さまざまな疑問について、徹底的に考え抜くことです。
この体験授業では、哲学や倫理学がどんな学問なのかを紹介

し、実際に哲学や倫理学の問いについて⼀緒に考えてみたいと
思います。扱うのは、「AIは⼼を持てるか？」「⾁を⾷べるの
をやめて、⼤⾖ミートに切り替えるべきか？」といった問題で
す。どれも現代の科学技術や私たちの⽣活に関わる哲学・倫理
学の問題ばかり。授業を通じて、世界を⼀歩掘り下げて⾒てみ
ましょう。

川瀬和也准教授〈⾔語・⽂化専攻 科⽬：哲学〉
哲学・倫理学の「問い」に挑戦！

体験授業概要

川 瀬 先 ⽣ の 専 ⾨ 分 野
研 究 テ ー マ な ど

所属専攻 ⾔語・⽂化専攻

専⾨分野 哲学 倫理学 ヘーゲル ⾏為の哲学

主な担当科⽬ 哲学 倫理学 現代哲学 哲学史

主な研究テーマ ヘーゲルの思想から、現代の哲学的問
題に答えうる議論を再構成することを⽬
指して研究を進めています。
また、現代英語圏の⾏為の哲学や⾃律

に関する問題のほか、プラグマティズム
とヘーゲル哲学の関係にも興味を持って
います。

研究キーワード 哲学 倫理学 哲学史 ヘーゲル
ドイツ古典哲学 分析哲学 ⾏為の哲学
⾃律性

先⽣の詳細は
コチラ
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